
～核開発とミサイル防衛の悪循環を超えて～

来る8月26日から国連軍縮会議が新潟市で開催されます。しかし、北朝鮮の核開発問題、新潟

港へのイージス艦入港や佐渡レーダー基地建設など、日本海をめぐる軍事的緊張は高まってい

ます。また、ソマリアへの自衛艦派遣、北朝鮮への先制攻撃論や非核三原則見直し論など、憲

法9条の理念と被爆国としての最も重要な原則を踏みにじるような動きや声も強まっています。

今回、海外のゲストもお招きして、私たち市民が国境を越えて連帯し、平和を構築・実現する

ための市民の役割や課題を議論するとともに、市民自身の＜軍縮＞を提案する場として、シン

ポジウムを企画しました。皆様の参加をお待ちしています。

日時 ８月１９日（水）１８：３０～２１：００

会場 万代市民会館６Ｆ 多目的ホール

参加費 大人８００円 学生５００円（高校生以下無料）

賛同団体（順不同）

生きさせろ！にいがた、Ｉ女性会議、護憲フォーラムにいがた、社民党新潟支部連合、

原水爆禁止新潟県協議会、新潟ＹＷＣＡ、９とよさかピースの会、ナインにいがた、ピー

ス＆グリーンプロジェクト、緑・にいがた、郵政労働者ユニオン新潟支部、新潟地区労

会議 ２００９年７月１７日現在

主催 「平和市民会議in新潟」実行委員会

連絡先 新潟市新光町６－２ TEL025(281)8100 FAX025(281)8101(県平和センター内気付)

Email;kenheiwa@arion.ocn.ne.jp

コーディネーター 佐々木寛氏（新潟国際情報大学教授）

パネラー 李起豪氏（ソウル・ハンシン大学教授）
イ キ ホ

江口昌樹氏（敬和学園大学非常勤講師）

中山均氏（前新潟市議）

新潟東港に入港実績のある米海

軍イージス艦「ジョン・Ｓ・マ

ケイン」

佐渡に建設された新型レーダー。強力に放出され

る電磁波により生態系に及ぼす影響が懸念される。
日米共同軍事訓練が上越市の関山演習場で実施

軍縮会議が開催される朱鷺メッセ


